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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要  旨 

 （１）現行のモモ病害虫防除基準では、‘あかつき’を対象品種として複合交信攪乱剤を使用した場合、殺

虫剤散布回数は慣行の10回に対し７回程度まで削減されている。一方、病害防除においては従来どおり殺

菌剤散布回数が９回となっている。このため、いかに殺菌剤の散布回数を削減するかがモモの減農薬を進

める上で重要な課題となっている。そこで、モモ主要病害（黒星病、灰星病、ホモプシス腐敗病）に対して防

除効果の高い殺菌剤を選抜し、それらの薬剤を使用して散布回数を７回以下に削減するための試験を行っ

た。 

 （２）薬剤選抜試験の結果、黒星病に対してはベンレート水和剤 2,000倍は防除効果が高く、残効が長いこ

とが確認された。灰星病に対してはバイコラール水和剤 2,000倍の効果が高く、15日程度の残効が期待さ

れる。また、ピーチガード水和剤 1,500倍、ベルクート水和剤 1,000倍およびダコレート水和剤 1,000倍は15

日間隔の防除においても、灰星病およびホモプシス腐敗病に対して防除効果が高かった。さらに、これらの

薬剤を組み合わせた削減防除体系試験の結果、果樹試験場内ほ場、福島市および伊達郡の現地ほ場とも

に、削減防除区は慣行防除区とほぼ同等の防除効果が得られた。 

 （３）以上の結果から、モモの殺菌剤散布回数を削減した防除体系を確立した。具体的には、発芽前の第

１回目防除は現行の県病害虫防除基準に従って薬剤散布する。５月20日頃には黒星病防除としてベンレー

ト水和剤 2,000倍を散布するが、本病の耐性菌出現を防止するためパルノックス水和剤 800倍を加用する。

また、ホモプシス腐敗病の主感染時期となる６月20日頃から７月20日頃までは、ピーチガード水和剤 1,500

倍、ベルクート水和剤 1,000倍およびダコレート水和剤 1,000倍の順で15日間隔で散布するが、特にこの期

間の散布間隔が長引かないように注意する。さらに収穫直前の７月30日頃にはバイコラール水和剤 2,000

倍を散布し、収穫期間中の灰星病の果実感染を防止する。 

 

 ２ 期待される効果 

 （１）黒星病、灰星病およびホモプシス腐敗病に対して十分な防除効果が期待される。 

 （２）散布回数を２回削減したことにより、生産者の薬剤散布労力が軽減され、薬剤散布労働費を含めた薬

剤散布経費が10％程 

  度削減される。  

 （３）この体系は、既に普及している複合交信攪乱剤を利用したモモ害虫防除体系と併せて使用することが

できるため、環境負荷を軽減したモモ生産が推進される。 

 

 ３ 適用範囲 

県内全域。ただし、せん孔細菌病の発生が認められない園・地域を対象とする。 

 

 ４ 普及上の留意点 

 （１）対象品種は‘あかつき’等８月上旬までに収穫される品種とする。  

 （２）5月20日頃から7月20日頃までの防除間隔は15日間を厳守し、それ以上あけない。 



 

 



 

 



 

 


